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的
に
記
泌
さ
れ
と
情
較
に
本
人
の
意
出
一

く
電
了
宮
々
や
れ
J

付
さ
れ
て
い
る
い
崎
合
に
は
そ
の
一
色
町
脳
的
記
録
の
女
汗
牲
を
推
定
し

？
に
い

zhw

」
れ
は

八
官
、
悶
止
が
、

ム
人
も
よ
く
は
代
恩
人
の
意
思
に
も
と
づ
く
著
乞
も
1

｝
く
は
押
印

vvあ
る
場
合

民
事
訴
訟
法

い
中
i
q政
私
立
蓄
の
呉
正
氏
止
を
推
定

L
K
い
ゐ
こ
と
と
煩
悦

L

実
際
、
目
有
は
後
半
引
に
な
ぞ
ら
え

c
i法
さ
れ
た
と
解
さ
れ
k

い
む

h
h

イ
リ
ノ
法
に
お
け
る
t
d
一
司
法
の
出
現

他

九
ゎ
八
七
勾
の
も
pf苓
名
法
で
は

九
士
九
分
l
E
仁
志

十七寸一
L

の
よ
う
な
民
地
d

た
蝿
定
を
霞
か
仕
か
っ
一
た

ド
イ

y
十
六
土

、

i
l

名ぷ了
の一署
表：？ ' 
ll J訂
E止 1
11.q ?' 
し一 6】〉

I!) 

の
友
患
の
、

J

打
席
に
電
了
署
名
土
い
を
改

V
し
、
あ
わ
せ
て
民
事
訴
訟
次

F
4
 

電
」
J

的
形
式
に
よ
る
と
忠
思
表
礼
的
白
正
刊
の
い
仏
見
訓
明
子
、
署
名
j
い
に
よ
る
約
一
川
を
ハ
ス
す
る
こ
と

九
二

a条
い
一
法
格
電

I
者

｝
上
り
、

そ
の
笠
思
表
一
不
が
署
名
鍵
保
宿
高
の
者
、
忠
に
も
と
づ
き
恥
丸
山
山
さ
れ
た
の
で
は
な
い
日
の
重
大
な
疑
い
が

民
印
参
議
院
等
心
、
卜
去
は
諒
引
と
い
う
与
え
が
政
判
一
ド

生
J
9
ソ
り
判
明
ム
ロ
に
位
、

根
拠
づ
け
た
つ
れ
な
い
限
り
、
前
記
の
夫
見
証
明
は
揺
る
が
な
い
と
規
定
し
た

の
経
験
則
を
川
叫
ん
）
慌
と

L
て
旧
民
間
し
ァ
、
き
た
こ
と
や
岡
田
凶

ι、
官
一
？
凶
吾
乞
に
す
心
霞
践
的
託
滋
の
真
止
位
て
い
1
ペ
ー
で
ぺ
な
、
経
験
則
が
ギ

だ
成
立
）
て
い
な
い
沼
山
叫

μ
、
が
兎
一
九
川
明
を
法
規
の
形
で
導
入
す
る
こ
／
を
矧
判
し
だ
が
、
政
庇
は
、
震
了
者
名
の
吾
川
広
の
た
め
に
、

F

一
の
で
つ
な
安
八
伊
佐
朽
川
怖
が
、
小
、
殺
に
の
必
で
の
宅
地
と
に
で
之
喫
な
の
疋
と
正
乙
し
に
し
た
｝
そ
の
段
、

一へい
J

ハ
青
年
の
改
止
で

の
規
定
は
、
明
社
内
市
町
に
七

a
長

羽
二
主
と
し
て
移
さ
れ

一
力
苅
の
「
意
思
一
の
J

山
口
叫
ん
削
除
さ
れ
、
領
収
辛
口
の
よ
う
な
も
汁
仇

義
ハ
意
思
表
川
中
に
も
本
条
が
沼
田
川
で
き
る
上
一
に
さ
れ

世
叫
定
効
の
文
川
相

成
～
取
れ
れ
よ
勺
に
、

私
証
書
の
山
、
一

ι州
代
推
疋
の
対
！
正
に
な
ぞ
り
’
て
、

電
」
J

署
名
の
恨
宅
規
定
が
作
人
れ
て
い
る

u本
法
と
は
、
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私
人
舎
に
闘
午
、
は
、
判
例
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
名
義
人
の
印
章
に
よ
る
印
影
間
州
市
帯
以
拠
に
、
人
J

人
的
意
思
に
も
J

づ
く
以
川
を

川
守
山
売
ト
挨
下
一

八
九
九
四
場
が
規
定
「
る
、

印
平
に
間
二
、
は

文
書
の
真
止
位
の
指
更
に
つ
な
げ
る
一

L
L
m比の

J
q
な
わ
ち

砕
き
れ

C
お
h

え
よ
H

の
望
日
注
い
小
指
’
疋
ぷ
一
れ
F
匂
り

争
問
か
ら
の
反
一
J
が
認
め
ら
れ
る
が
、
斗
例
的
多
く
は
年
早
の
活
南
事
例
で
あ
る

の
月
例
と
法
何
百
い
上
三
一
段
の
推
定
に
よ
り

一
灯
油
の
推
定
は
、
こ
ん
り
も
事
笑

f
の
推
定
と

A
F
1

｝
コ
、
に
ら

L
T
i
i
d
j
l
h
J
L

ミ

言
ヤ
刊
誌
＝
条
九
日
電
磁
晦
記
録
の
真
正
日
注
推
J
t
L
h

ト
お
い
ピ

同
様
の
↓
段
の
推
定
が
決
能
す
る
こ
と
が
間
持
さ
れ
て
い
る
ー

す
な
わ
ZJ
同
寸
人
又
は
そ
の
代
川
村
人
の
打
却
が
あ
九
法
、
本
へ
ま
た
は
代
印
人
ー
の
意
思
に
も
と
ペ
ノ
＼
持
↑
引
の
推
定
土
日
祉
一
円
e

長
判
町
一
一
九
土
・

が
牛
亡
、
文
書
全
体
が
、
白

i

～一
R
t
し
ん
も
の
と
掠
宅
（
民
訴

一
一
ヘ
条
何
百
（
）
さ
れ
る
＝
署
ち
の
場

「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

合
も
（
〈
寸
＼
同
じ
r
ム
ロ
な
L

が
）
同
憾
に
与
子
℃
わ
ノ
＼
同
鯨
九
、
本
R
へ
の
電
子
署
名
が
あ
恥
ば
、
木
A
ヘ
一
に
よ
ミ
」
電
子
宮
’
v引
で
あ

4

が
生
じ

情
報
を
止
す
た
め
に
作
以
さ
れ
た
－

t
践
的
記
山
内
叫
ん
で
仏
」

ご
と
の
排
京
市
川

PT有
名
法
三
条
第

か
っ
’

Z肯
と
己

反
ム
部
川
町

（
fuー
さ
ん
検
灼
可
能
｝
が
、
真
一
日
い
成
立
し
七
も
の
と
推
定

f
k屯
正
署
名
法
一
条
一
き
れ
る
r

法
三
条
P
J
は
推
定
歩
導
く
要
件
に
二
～
の
電
子
有
名
じ
、
引

か
勺
こ
書
き
じ
お
い
て
、
ミ
れ
を
行
う
た
め

l
必
要
な
符
円
及
び

物
件
や
適
正
に
官
抑
一
す
る
こ
と
ド
ド

4
リ
、
沢
人
だ
け
が
行
う
こ
と
し
？
で
さ
る
こ
と
ζ

な
る
も
の
に
限
る
、
）
い
う
限
定
判
J

付
さ
れ
て
い

る
τ
F
～
れ
は
、
校
日
出
向
、
技
術
的
女
全
一
性
、
管
問
的
安
ム
一
作
の
勾
方
を
ZJ慮
L
三
十
以
一
長
に
な
っ
て
い
る
が
、
法
廷
に
h
h
h

げ
る
弁
論
活
動

国
有
名
門
哨
、
一
社
う
J

一
ノ
！
な
く
終
了
し
た
ギ
実

当
該
当
名
が
特
定
認
証
業
務
の
認
定

を
考
間
三
7

る
と

。ず〉

行
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恭
礎
し

す
ミコ

グ3
下
店長ι挙
主司l
主主 首
と I
L ゐ

山
h
九
九
…
は

法
三
条
の
推
疋
の
い
巷
礎
ザ
ヲ
え
ら
れ

こ
れ
ー
、
よ
コ
ご
一
心

j

1
：
t
ー

も

口

H

4
p
t
j
l
u
l
l
－
一
！
？

子
刀
が
、
段
街
的
安
全
件
な
い
し
は
笹
川
時
的
安
人
情
刊
の

nz体
的
危
沼
化
会
一
示
7
7
具
体
的
事
実
に
上
る
一
以
証
治
お
を
な
す
と
い
う
段
階
時

E
「
れ
を
京
1JFず
べ
き
だ
ろ
う
。
て
、
）
V
旬
、
え
な
い
と
す
る
と
、
九
時
f

副
首
の
当
初
の
民
仰
が
重
予
ぎ
、
法
二
条
内
推
定
の
意
援
が
ほ
と
ん
ど

3JniF
、
河
ゆ
守
色
町
、
」

f
イ

み

／

ナ

J
Y

掛
川
唱
づ

j
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ド
イ
ツ
法
の
書
証
ル
l
ル
の
独
向
性

は、

署
名
万
け
が
通
常
問
題
と
な
る
η

二
つ

の
規
定
が
関
連
す
る
り
第

私
文
書
が
兵
正
で
あ
り
作
成
V
白
に
よ
る
署
名
が
あ
る
場
人
い
に
は
、
そ
の
目
リ
ん
習
い
合
ま
れ
る
表
ぶ
が
作
成
者
に
よ
り
発
出
さ
れ
た

六
条
（
表
題
は
私
『
U
A
串
H

の凶
剖
拠’
M
）

二
L
こ↓
1
ーし
pk

－7
4

，ト、，，〈

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は

書
証
円
い
お
い
て
は

こ
と
の
完
全
な
証
ー
と
な
る
こ
と
を
凱
定
す
る
民
訴
法
川

rw
－
 

反
剖
が
許
さ
れ
る
い
第
二
は
、
署
名
の
真
止
性
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
署
名
の
I
方
に
あ
る
『X
P苧
は

で
あ
る
い

」
九
げし
対
し
て
は

き
を
遺
失
し
た
な
ど
の
‘

官
一
下
性
の
法
律
上
の
推
定
を
受
け
る
と
す
る
同
同
問
。
条
「
表
題
は
私
丈
書
の
白
（
正
の
副
明
）

条

一項
で
あ
るぜ

U
本
の
民
訴

川
項
に
対
応
す
る
内
科
と
＝
一
ロ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
こ
の
丈
草
の
真
止
性
推
定
を
阿
ιー
す
る
に
は
、
テ
キ
ス
ト
の
変
造
、
作
青山に
反
し
て

要l干テ
ー’キ
カf ス
許ト
さが
れ砦
るが名
υ 後

挿
人
~ 

れ
た

と

’
円
紙
署
名
の
濫
川
な
ど
の
事
実
に
つ
い

て
の
反
対
証
明

（

九

一条
に
よ
り
本
証
が
必

す
な
わ
ち
、
表
示
の
発
出
に
つ
い
て
別
の
規
定
が
あ
る
の
が
ド
イ
ツ
の
書
証
規
定
の
特
色
で
あ
る
の
こ
の
よ
う
な
特
色
の
成
立
に
つ

“
内
｝

い
て
は
以
下
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
ε

民
事
訴
訟
令

（
N
E－］
）
叶

C
N
L
c
E
Eロ
f
dロ
5
4叶）

の
立
法
過
秤
に
お
い
て
、
回
一
思
衣
一不
の

－「
発
信
」
の
後
の

「到
達
」
に
よ
る

有
効
化

実
体
法
上
の
無
効
一
原
岡
・
取
市
原
固
な
ど
の
、

当
初
の

「作
成
者

実
質
的
証
拠
力
に
か
か
わ
る
問
題
を
排
除
す
る
た
め
に、

に
よ
り
内
容
に
従
い
発
出
さ
れ
た
表
ぶ
と
こ
の
表
示
か
ら
牛
ず
る
法
律
行
為
の
完
全
な
訓
明
」
の
表
現
が、

従
い
発
出
さ
れ
ど
表
示
の
古
全
な
日
所
明
」
と
い
う
ぷ
現
、

出
さ
れ
た
こ
と
の
完
全
な
証
川
」

「作
成
者
に
よ
り
内
科
に

さ
ら
に
現
行
法
に
つ
な
が
る

「そ
ご
に
含
ま
れ
る
ぷ
示
が
作
成
V
白
に
よ
り
発

方
で
、

（路
線
部
）
の
v

徒
化
に
か
青山
）
ぃ
他

ぷ

パ
山
」

民
法
典
に
お
け
る
法
律
行
為
の
取
消
規
定
等
は
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
趣
旨
の
規
定
は
宵
明
’
と
し
て
削
除

の
表
現
じ
生
－
史
さ
れ
て
き
た
事
情
に
由
米
す
る

制
引
の
対
象

当
初
存
在
し
た

下
書
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さ
れ
た
ニ
か
く
午
、
、

現
J

什
の
学
税
は

こ
の
m
T
A
件
Jγ
形
式
的
一
戸
拠
ぶ
ノ
主
質
的
一
れ
拠
刀
の
出
の
と
こ
に
け
い
禅
♂
つ
け
る
か
で
r
出
立
し
て

iゾ、
" ~， ト
f
ツ
の
氏
が
法
一
h
し

a
朱
の
ウ
法
理
出
は
、
こ
の
J
う
な
凱
疋
L
Y
一
電
子
山
有
名
い
そ
の
ま
ま
抗
ち
込
む
と
、
ハ
百
名

V
F一
電
子
戸
l

ク

刀
V
F
J

凡
山
収
へ
て
あ
F

一三
T
I
4
4
引
は
、
一
日
山

3
々
が
電
子
署
名
の
真
汗
注
み
ど
争
、
つ
場
合
，
い
は
、
学
一
叶
い
れ
剖
ら
電
子
署
名
の
白
（
日
注
に
つ
い
て
本

一
乱
キ
一
位
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
信
手
五
が
表
市
内
等
名
簿
深
右
高
ド
上
る
発
山
岳
～
争
う
喝
行
ぶ
も
ま
ず
署
名
掛
世
保
ふ
門
戸
げ
に
よ
る
零
れ
の

本
引
じ
ゃ
卦
要
と
な
る
と
い
う
、

市
当
な
結
果
を
一
弾
く
か
ら
、
て
れ

t
Rな
る
俊
民
情
n
曲
が
特
訓
と
し
て
必
安
む
の
だ
と
い
、
）
す
も

る
政
泊
料
問
中
汁
者
の
説
問
J
H
必
F
J
し
も
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、

は
杭
討
は
開
ハ
な
と
が

州
内

ιか
の
推
疋
対
一
正
が
必
甲
山

圭
口
証
の

「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

だ
と
い
う
こ
レ
々
に
帰
す
ミ
ゼ
÷
つ
一
－
圭
口
正
日
お
け
と
百
名
の
丘
一
性
の

v
証
と
震
ャ
l
u
E名
の
古
一
立
川
い
の
！
止
日
に
は
、
電
子
宮
’
む
の
技
術

的
段
雑
性
を
与
官
官
当
る
と
町
民
音
な
ギ
罪
人
ド
v

あ
る
と
い
う
F

と
だ
ろ
う
か
つ

宕
名
の
与
を
前
旧
犯
と
し
七
4mu
一J耐
の
制
定
し
か
知
ら
な
い
ピ
イ
；
J

法
で
は
、
仕
組
み
3r
し
で
は
印
苧
に
近
い
電

f
苦
名
を
と
の
よ
今
に

位
置
づ
げ
る
か
に
つ
い
ν
て
は

グ
上
九
州
〆
J

土、

ν 
吋、，，今

c, 
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ι庁
、
一
む
と
い
へ

一%
J

vtJ片
山
苦
心
期
待
を
い
本
生
成
の
経
験
則
に
託
d
b

ん
こ
と
ド
ド
は
、
此
ド
ム
叫
べ
た
〕
？
つ
に
批
判
、
ん
か
あ
っ
た
二

句
識
の
み
な
ら
ず
守
門
科
バ
ナ
上
の
法
則
も
ハ
ペ
ま
れ
る
と
与
え
九
れ
る
か
ら
、

げ
丁
池
ト
の
名
ル
刊
を
ヘ
ペ
め
、
議
論
が
あ
B

結
果
と
ぜ
て
、

セ
ソ
ト
ι
4
導
入
に
ー
に
J

、

経
験
則
に
は
、

陪
川
勺
科
学
な
い
1

〕
技
術
に
お
い
て
戸
一
苛
が

あ
る
ん
」
い
を
託
域
別
と
し
て
、
て
れ
に
も
と
つ
く
推
定
則
合
A

げ
法
す
る
ニ
と
は
突
代
な
F

と
で
は
な
い
が
一
ろ
う
L

な
ィコ

｝
の
ド
民
詐
司
一
六
朱
と
M
門川一司一

C
条
二
月
（
は
、
作
成
者
に
主
る
表
一
不
の
発
出
が
す

4
わ
ち
呉
汁
な
の
だ
と
す
れ
ば

同
械
の
布
一
存
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
、
ぇ
‘
丈
際
、
品
J

読
ド
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
ぶ
税
制
射
し
ト
民
訴
川

へ布

と
析
ず
る
見
解
を
含
め
、
向
条
内
清
桧
さ
ら
に
は
ド
民
訴
B

六
条
JT
虹
川
内
規
定

六
条
が
凱
定
す
る
作
成
者
：
よ
る
ん
川
内
「
禿
山
（
ミ
プ
h
m
T
三一

が、

k
R
一一ニハい
J

条
が
規
定
す
る
脊
思
表
不
の

レ一三引）
j
J
、ょ
r－ごや持久花、↓

l
r

－

Y
L
4
F
E
ヵ

1
1
一
オ
ー

一
完
結
（
mrm与

S
）
」
ー
と
い
叩
町
長

yd
関
係
に
あ
る
の

あ



〆J ', 

つJIaゐ羽l

戸川ゼ

ポ
よ
的
一
止
旧
日
力
〆
一
安
民
的
一
訂
惚
心
の
一
鉛
あ
る
い
は
一
一
別
の
可
台
、

松
ム
ロ
川
町
判
断
の
適
合
は
、

日
ぶ
法
に
も
共
通

1
る
認
起
だ

耳2
A 
的

Jlき
王室 )i 
主ど
の宍
間関
題ロ的

起』也
)J 

ノ＇＂＇ ', 

で ズ
あ別, 
〆：コ＇£
｝ 全日

な

ごみ、の

ph科
f
の
同
連
モ
一
十
ル
ム
日
r
守
で

コ
1
3
λ
1
F

今、、

f
J
：。－
u

は
、
？
の
よ
、
つ
も
去
一
不
が
も
っ
一

ド
民
訴
＝

k

署
名
法
に
よ
る
検
社
ア
ス
ト
が
パ
ス
し
た
吟
～
と
に
よ
ハ
リ
、

T
晴
子
持
形
式
に
よ
る
表
以
内
真
什
内

h 

弁ミ

1司

丁
ム
不
が
作
成
者
で
あ
る
寄
名
簿
深
有
高
仁
出
末
す
る
こ
と
」

内
界
出
J
f
i仏
「
～
証
円
引
」
し
か
牛
、
す
る
こ
と
を
前
認
と

L
つ
つ
、
そ
の
前
日
仇

は
、
宮
罰
法
保
有
者
い
よ
る
十
五
一
市
内
発
出
を
漣
わ
せ
る
出
唯
一
惜
の
副
司
一
反
証
〕

で
く
ず
さ
れ
る
と
按
定
す
る
υ

同
条
同
項
丈
が
、
な

文
章
口
の
証
拠
一
川
規
止
め
準
岡
市
を
ほ
疋
オ
る
七
め

六
ん
ん
本
が
議
刑
さ
れ
て
、
作
成
昔
の
買
「
い
な
署
名
が
あ
れ
ば
、
作
氏
告
に
よ
る

同
F可

京
一
不
の
発
山
山
か
祉
叫
さ
れ
と
2

こ
れ
や
一
一
記
げ
て
、

同
条
同
項
一

文
い
こ
の
準
刑
に
よ

L
京
一
が
の
真

ι推
定
の
反
乱
の
方
法
を
疋
め
て
い

る
）
す
な
わ
ち
、

r
工
作
と
し
て
、
許
証
｝
山
関
す
る
氏
一
一
法
問
一
六
去
し
」
匝
問
。
条
一
市
引
を
＼
わ
せ
た
よ
う
な
い
裁
！
ー
な
っ
一
に
い
る

hr
く
し
一
一
＼
電
p

十
帯
。
ロ
の
推
定
効
の
問
題
は
、
吉
証
の
推
定
刻
一
を
め
ぐ
る
諮
問
轄
を
祢
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
電
了
吉
弘
独
白
内
問
題

今
か
か
、
？
で
r
Q

援
活
さ
が
あ
る
べ
で
ほ
、
独
自
の
問
習
と
は
一
同
行
ろ
う
か
ー

株
比
効
の
基
礎
に
め
る
安
全
汁

電

f
署
名
の
仕
組
み
の
事
円
相
注
は

推
正
対
日
か
二
羽
内
定
八
王
注
に
仏
存

L
C
い
る
こ
と
に
別
れ
る

ま

校
先
的
問
山
内
主
全
バ
11

へ
暗
号
強
賢
一
と
し
て
、
改
交
日
叫
ん
行
わ
れ
乙
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
説
す
出
土
と
が
で
き
る
一
と
が
電
子
署
名
の
定
義
と
さ
札
（

zu也
事
勺

法
二
々
府
羽

μ
之
、
電
チ
署
名
の
う
ち
、
そ
の
方
「
バ
ド

U
じ
て
本
人
だ
け
が
ノ
打
う
こ
と
が
一
亡
き
る
も
の
と
し
て
ヱ
務
省
令
で
定
め
る

接
牟

μ迎
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
認
証
長
玖
（
特
定
引
認
証
業
務
内
刈
象
‘
定
言
法

カポ一

U
J
が
史
認
さ
h
H

、
ョ
ト
主
主
TJ

しォ
i
t
』
打
i

推
叫
慢
の
f
k
与
工
な
前
門
ラ
ん
式
が
定
設
さ
れ
、

7

ソ
ブ
「
l
k
さ
れ
る

次
に
持
リ
珪
的
側
面
的
古
辛
料
い
と
し
て
、
「
滅
亡
に
や
注
す
る
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宇
一
〆
に
」
お
い
＼

i

ふ
人
三
け
が
行
，
ぺ
一
と
へ
J

で
さ
る
こ
と
と
な
る
（
定
申
告
法

h
A

札
第

と
定
義
さ
れ
て
い
る
）
こ
れ
に
は

？
っ
こ
杢
］
主
｝

川
最
初
の
互
ヘ
強
引
凶
作
業

y

ハ
山
交
付
伐
の
鮮
皆
川
相

の
義
務
院
行
の
ム
汁

hw

の
義
務
履
行
の
有
叫
一
が
み
叶

ま
れ
る
コ

実
山
中
寺
p
f
k
比
較
す
る
と

て
も
♂
中
野
再
生
校
先
の
進
展
と
い
、
つ
技
術
的
州
市
も
あ
る
が
よ
ム
と
し
て
、
却
鑑
の
泣
切
除
吋
し
ど
一
そ

の
誌
の
市
持
管
理
が
問
題
と
な
る

三
九
に
刻
し
て
、
主
J
有
名
の
場
台
は
、
秘
密
濯
な
い
し
一
士
れ
を
地
↓
約

γ
？
の
円
円
、
子
r

ブ
古

1
ド

の
利
用
V
臼
本
人
に
上
る
包
却
り
刑
判
聞
に
い
レ
λ

ば
早
川
校
体
何
1

日
明
劣
化
の
持
活
会
一
v
y
y
y
処
泌
す
る
か
が
加
わ
る

特
定
内
広
号
心
非
排
日
付
人

化
や
訓
同
町
4
7

円
山
有
効
期
間
の
経
混
な
と
は

そ
む

C
休
と
し
て
は
約
象
的
危
殆
化
心
問
題
リ
と
し
ま
り

反
祉
の
レ
ベ
ル
で
ほ
れ
体
的

「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

危
常
化
の
事
誕
を
反
証
村
い
が
き
』
ノ
に
証
明
オ

pt
で
あ
ろ
う
一
す
）
に
な
日
↓
引
は
、
反
訓
と
し
て
不
十
分
1

一
考
え
ら
れ
ま
＝
k
f
y
L仏

が
、
表
見
推
！
ぺ
化
を
け
明
す
た
め
に
要
求
し
て
い
る
、

亜
大
な
疑
い
を
松
拠
つ
り
と
ν
事
安
の
古
一
廿
！
日
川
町
山
」
斗
ノ
Q
t

出
必
名
操
作
を
強
制
台
、
れ
た
場
合
が
あ
る
付
形
式
的
社
拠
ぷ
と
実
質
的
証
拠
力
を
峻
別
す
る
ー
リ
同
時

あ
る
的
制
が
と
ζ
ら
ト
人
る
か
が
同
町
唱
と
な
る
c
生

T
u
b
r
t
叫
ん
ま
し
と
ら
れ
た
日
同
よ
い
は
、

電，
j
署
名
の
曜
の
問
題
と
し
て
は

か
ム
ば

夫
常
的
J
い
拠
力
L

れ
い
て
詐
欺
み

張
宇
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
っ
宮
れ
と
主
文
情
報
そ
れ
ぞ
れ
の
作
戎
の
任
怠
判
い
が
問
題
〆
な
り
う
る
が
、
多
く
の
日
明
ム
円
は
重
去
る
問
題
だ

ろ
う
一
ふ
ー
だ
、

F
h
子
署
名
の
場
ム
け
に
は
、
仕
温
み
上
、
由
民
y

若
手
一
処
理
の
対
象
が
ハ
ソ
ン
ゴ
怯
と
い
う
ん
正
の
ダ
イ
ジ
ニ
ス
ト
だ
か
む
、

技
体
問
的
被
能
注
い
問
題
日
小
な
い
か
さ
h
リ

単
寸
名
ん
に
に
本
人
止
を
ふ
久
造
さ
札
え
と
い
う

二
段
の
推
定
の
第
二
段
い
お
け
る
v

況
証
は
ま
ず

調
難
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

徒
主
の
署
名
又
は
拝
却
と
の
追
い
と
し
に

H
新
み
が
機
能
す
る
こ
と
を
町
混
と

L
、

深
で
き
る
安
全
ぺ
ー
の
範
叫
が
出
い
こ
と
い
デ
あ
る

す
ん
叫
わ
tJ
、
h
打
認
、
し
ら
ゴ
く
九
」
功
止

二
屯
害
法
二
条

i肖

ロ
勺
一
と
九
存
の
完

全
性
一
改
F
ノ
ル
検
知

－
＃
屯
害
法

条

JR 

号
）
い
が
同
時
に
U
担
保
さ
れ
る
叶
対
日
昨
い
あ
る
ο

有
名
と
ロ
忠
表
一
市
川
崎
属
性
は
、
喜
一
司
の

紙
と
い
う
共
還
の
自
体
的
楳
υ

停
を
午
し
に
な
担
れ
る
が
、

署
名
の
対
象
で
あ
る
電
f
デ
ー
タ
が
、

定↓
j
署
名
山
日
J

今
リ
バ
は

mhJ

斗
二
山
、

Iii匝
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ハ
ソ
ン
ゴ
闘
数
処
理
に
よ

2
C

へ鴻一

直
接
官
名
白
体
に
流
れ
九
七
手
と
に
よ
っ
て
主
攻
さ
れ
る
た
め

笠
験
則
的
川
容
な
い
v
v
w
F
か
H
A
む

る
こ
と
に
h
d
司令

ι
h
v
pっ、

紙
技
体
に
お
け
る
第
一
誌
の
推
定
に
お
け
る
反
一
位
ミ
尚
二
設
の
推
己
に
お
け
る
反
…
E
の
支
別
は
相
刻
化
さ

れ
る
u

署
名
去
り
変
吟
却
を
宥
名
者
測
が
反
証
す
る
均
台
、
署
名
は
真
止
ル
／
か
え
芦
内
各
ム
ア
改
変
さ
れ
こ
い
る
と
い
う
キ
張
は
、
京
子
山
か
っ

名
ハ
場
人
い
に
は
、
成
り

υ
た
な
い
ハ
土
品
目
均
一
’
ん
げ
の
改
を
は
ハ
2

ン
コ
ダ
イ
ン

L
1
卜
の
変
更
を
も
た
ら
し
、
て
の
よ
桁
票
用
す
お
ピ
ノ
ト
列

の花山〈
i
U恥
回
4
1
fし
の
不
蛙
ム
ロ
を
も
た
ら

1
一、

元
の
寺
名
の
ま
主
で
は
‘
復
む
に
よ
る
検
一
J
作
業
が
止
市
終
了
し
な
い
か
ら
と
あ
る
n

パー小

ら
テ
品
ス
ト
の
法
違

は
同
時
に
署
名
円
分
～
土
K

5
同
造
一
ヲ
な
わ
レ
ト
J
E有
名
併
の
人
仁
J

も
し
く
は
前
沈
を
伴
わ
き
φ

を
え
ず
‘
そ

れ
ら
を
可
能
に
さ
せ
七
事
情
と

L
亡
の
、

4
国
干
署
名
の
安
全
性
を
支
〉
7
Q
f
ン
ブ
一
ゾ
の
μ
h
H一
件
的
rm弱
性
発
牛
を
詞
捻
と
1J
た
し
い
九
体
的
一
前

用
事
す
八
t
T
一
反
証
ず
る
こ
と
い
な
る

き
ム
に
時
間
的
安
去
を
考
応

f
る
し
し
て
コ
か
い
で
あ
と
。
電

I
署
名
が
依
行
ず
る
屯
，
j
廿
明
書
！
円
い
、
哨
守
山
恨
慢
の
雨
准
一
的
労
作
山
を

苓
市
川
し
ん
抽
象
的
危
仏
加
凶
作
山
！
日
汁
処
づ
る
た
め
、
有
効
引
間
が
あ
り
、
ま
と
、
本
人
の
笠
域
ト
の
不
辻
主
に
よ
る
枝
管
鐸
漏
洩
協
維
な

と
に
亡
命
術
羽
化
に
対
処
宇
る
か
め
広
人
与
が
山
市
首
す
る
こ
に
に
」
h

“
川
口
一
日
比
門
同
小
定
期
的
L

発
行
J
q

る
凡
夫
効
リ
ス
ト
じ
な
一
設
す
る
こ
と

じ
も
と
づ
く

E
f
J一
凶
明
書
実
効
こ
い
う
判
別
皮
も
あ
る

こ
れ
ら
の
事
殺
に
ぷ
り
、
と
河
川
の
署
名
一
は
証
効
で
は
な
い
に
ィ
て
ら
、
｛
乏
な
効
果
会
一
発
揮
ご
き
な
く
令
り
、
推
定
効
を
ミ
の
ま
ま

A

、は－
H7tτ

又
で
さ
そ
も
7
に
な
い
半
世
恥
デ
宇
じ
る

も
っ
と
も

こ
の
尽
に

油
製
的
危
吋
化
と
具
体
的
危
殆
化
を

M
引
す
る
必
吹
が
あ
る

足
首
は
、

h
J初
期
制
問
符
迅
、
ね
密
簿
盗
難
な
い
一
の
、
具
件
的
危
山
市
化
い
M
柏
市
っ
き
う
れ
州
事
実
で
あ
る
η

先
行
は
、
正
若
乃
存
在
を
市
♂

と
L
て
当
該
四
時
三
臼
の
信
較
を
具
体
的
に
ゆ
る
が
せ
、
哉
判
｛
R
内
心
証
に
影
響
7
7
る
、
従
っ
て
法
＝
条
の
抱
dr
九
ド
対
す
る
一
礼
司
が
成
功
す

る
よ
う
な
事
川
＋
て
な
い
し
事
汚

γzbるり
阪
述
し
七
ょ
う
ド
、
右
効
期
凶
む
過
に
よ
る
揃
象
的
危
沼
化
の
判
明
ム
れ
に
は
、
ト
和
υ
効
間
同
は
日
平
に

院
明
言
の
特
別
的
漸
次
劣
化
を
考
席
し
れ
山
一
的
な
期
間
U
H

一
か
ら
、

百
叫
祉
告
が
て
れ
h

も
と
づ
い
ご
七
八
体
的
危
位
化
の
半
笑
」
乞
い
L

証
」
司
る
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宇
一
〆
は
一
校
的
に
は
む
ず
か
し
い
｝

こ
の
場
合
に
、

b

h

心
推
厄
効
は
准
AF
山
さ
恥
る
と
考

χ
る
か
、

准
ム
つ
さ
れ
な
ぺ
小
問
機
一
一

ι旧
日
的
経
み

主
ね
戸
、
一
一
「
閉
め
七
点
が
仔
ら
れ
る
場
人
け
が
あ
利
得
る
と
考
χ
る
か
は

汁
方
寺
、
ぇ
、
勺
れ
る
だ
ろ
う

i世
}j 

次
川
齢
却
に
も
と
づ
く
べ
効
の

J
う
な
批
象
的
色
殆
化
一
、
は
、
そ
の
ト
ふ
う
4
A
U
殆
化
い
来
じ
で
あ
＝
お
い
か
し
工
降
心
主
了
署
名
を
し
た
と
あ
ろ
う
蓄
札
ハ
ヰ
山
戸
具
体
的
危
殆

化
、
を
反
証
V
告
が
日
証
す
る
の
は
存
易
で
は
な
い
が
、
中
な
心
有
効
問
問
経
過
の
地
合
よ
り
は
、

一
般
い
は
で
の
川
山
孔
批
注
は
f
右
4
1
n
同い

J
一t
方
、
ヌ
ら
れ
る
円

出
u
勺
解
説
の
山
崎
九
人
も
同
校
で
あ
る
J

ま
M
P
ト
そ
の
よ
つ
な
抽
象
的
危
治
化
に
乗
じ
て
、
当
該
官
名
ぃ
ゾ
木
士
の
総
同
日
y
u
濯

保
右
百
以
外
の
者
に
よ
っ
て
無
潅
m
m
r汁
山
さ
れ
と
と
い
う
山
苧
守
ん
を
法
士
条
内
池
光
じ
i

払
L
ご

泊
れ
る
行
片
山
内
事
情
が
必
ぜ
と
与
九

る
技
術
的
せ
一
州
！
人
に
お
い
て
、

j土
今

一
鉦
？
刈
化
」
が
河
ら
れ
之
が
、

そ
れ
は
栄
一
告
に
よ
る
者

有
効
期
間
折
返
品
失
効
な
と
に

E
る

「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

や
一
の
偽
造
等
の
拾
は
J

技
術
的
り
能
性
の
み
日
若
ヨ
し
た
で
札
現
で
あ
っ
て
、

仕
比
三
に
9

」、JJ
i

d

－－r

、

j

ノ
；
J
7
：
l

経
川
町
則
が
作
用

ト
女
こ

3
7
7
M
H
t一J
、

l

t干
イ

f
h
r
壬
引
仙
ヂ

［
、
従
つ
一
＼
当
該
署
名
が
k
P
R

さ
れ
、

山
在
日
一
去
る
ま
で
の
環
境
、
丈
脈

に去、けせヲ日旬、

あ
る
し
は
迎
！
行
限
朝
日
い
さ
せ
る

当
日
前
半
作
ド
で
の

υパ
ド
件
的
諸
事
情
の
総
体
一
が
、
訴
訟
中
」
ギ
苔
に

I
J，
一
て
援
用
、
主
張
き
れ
、
ト
口
由
む
証
、
l
義
の
上
俵
に
お
い
工
、
仏
以

判
官

LTめ
る
事
完
の
仔
在
じ
コ

ν
て
の

の
有
証
じ
つ
ど
、
公
正
形
成
」
9
る
際
じ
亙
ヲ
帯
さ
れ
】
匂
わ
け
、
こ
か
ら
、

れ
ら
的
事
廷
は

－
hhd
治
化
」
と
い
う
衣
現
を
与
え
一
。
に
ふ
さ
わ
｝
J

い
な
お
、

β
仁
川
場
合
じ
、
引
「
該
宮
宇
に
か
か
わ
る
定
了
自
明
舎
の
党
ノ
汀
者
ど
し

ー
の
認
一
一
「
事
業
者
の
行
動
J
O
問
認
こ
さ
れ
う
る
が
、

忍
一
ド
ヰ
世
究
者
の
場
合
に
は
、

反
ぷ
は
よ
H

悶
撃
で
あ
ろ
う
一

円以

f
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
デ

で
問
題
と
な
っ
て
川
る
推
疋
が
、

経
験
則
に
基
一
つ
く
も
の
ぞ
と
宇
れ
は
、

一
法
司
の
程
皮
は
、

べ
件
数
到
の
強
さ
に
h
F
l
j

調
す
る
と
考
吋
つ
い
り
れ
る
り

一
川
仰
を
じ
本
法
の
主
派
じ
語
れ
ば
、

認
疋
さ
れ
ん
什
｛
疋
認
来
事
業
者
の
証
明
書
に
上
る

日明ム
i
p
ド
は
、
誌
祉
事
長
門
川
向
7
の
丘
北
務
時
計
に
依
存
す
る
交
全
性
の
側
面
は
、
強
疫
力
結
昨
秋
出
を
訪
れ
う
る
が
、
さ
！
J

戸
、
長
い
日
間
恥
司
州
事

世
間
者
内
r
f
明
書
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
〉
乏
が
生
じ
心
。
ド
イ
ゾ

J

、
認
定
を
受
け
た
認
斗
刑
事
業
首
円
滑
引
で

恥
述
L
h
↓
潟
地
｛
託

表
門
中
碓
t

予
三
制
す
た
め
に
じ
反
刈
一
止
印
ザ
ヘ
木
証
が
必
要
ど
j
z
w
説

見F

舎

の
場
九
月
い
は

の
行
動
に
関
ヂ
宮
公
範
何
で
は
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そ
れ
以
外
の
側
出

〆
一
り
わ
け
若
々
や
淀
川
休
有
蓄
の
行
動
に
悶
し
て
は
反
証
に
－
一
ど
ま
る
と
解
す
る
一
が
あ
る
の
も
、
こ
の
よ
、
つ
な
辛

慌
を
反
映
三
、
い
る

利
用
者
側
の
さ
す
い
必
版
行
に
依
ん
け
Lq
る
安
全
性
の
側
冨
は
、
印
川
平
保
M
B
M
白
の
行
動
ご
内
棋
に
ヰ
旬
、
ι
P
U
J
H
h

戸でつ

の
上
う
な
与
え
方
は
、
ご
れ
刊
ケ
山
刊
の
鳩
山
に
も
応
吊
づ
る
P

と
い
小
で
き
よ
、
っ

レコ
λ 
式

手手
庭

ま
。〉

j,i.l 
が

あ
る

与教
えベj
る官
なが
ら心
（よ証
を

1＇十
と

つ

を持

さ
」
り
に
は

品
川
ー
が
あ
っ
た

証
川
あ
り
と
し
r

－L
ム
い
碇
ば
か
ら
山
首
剖
あ
h
ソ
と
せ
ね
ば
な

心
出
あ
り
の
枠
内
中
で

証
一
明
告
の
レ
ベ
ル
に
め
じ
て

心
副
形
成
に
も
と
、
っ
く

推
定
μ
J
U
レ
ベ
ル
が
あ
れ
山
げ
る
と
い
つ
y
b
λ

い
結
び
つ
く
だ
ろ

量
日
証
灯
世
引
が
で
も
ー
ヨ
章
九
段
杭
滑
に
よ
っ
て
第
段
内
推
定
の
抱

た
力
は
町
F

な
る
が
、
「
ハ
休
的
主
保
管
の
事
情
如
何
で
も
そ
の
強
度
は
交
わ
と
の
で
、

検
針
に
f
t
印
の
惟
r
ヤ
刀
の
品
川
↑
ち
ゃ
心
掛
旧
詑
ト
ど
」
司
る

4

一

と
居
間
越
的
4

高
校
牲
と

l
分ト
Y

一

p

」
ー
と
は
ど
」
な
な
い
v
h指
摘
さ
れ
る

ま
た
証
明
伐
い
つ
い
て
も
、

い
同
庭
山
義
弘
刊
一
ナ
る
者
一
y
f

一寸法説一

す
る
と
え
が
汁
i
4
3
る署

名
の
多
像
化

そ
れ
な
り
ば

冗
の
電
了
丈
喜
一
台
所
拠
々
を
維
持
す
る
た
め
に
は

と
う
ι
h
M
K
す
九
ば
よ
い
か
J

一
い
う
問
題
が
仕
ず
る
）
有
効
期
間

が
経
過

1
る
前
に
、
有
効
で
あ
る
時
山
の
情
h

h

f

－rrJι
明
書
、
失
効
η
ス
ト
ん
な
ど
）
会
一
ま
と
め
、
そ
れ
九
に
科
署
名
も
〆
く
は
タ
イ

ム
ス
タ
ニ
；
～
札
口
帥

L
て
、
文
書
の
河
東
を
延
長
与
せ
る
梢
青
を
’
疋
則
的
に
と
る
』
刀
法
が
提
案
さ
れ
、
主
仇
え
れ
に
い
る
の
生
対
的
リ
場
合

二
4
t
央
付
事
出
が
刊
引
し
た
〆
内
に
遅
帯
な
く
伺
訴
の
山
間
青
ιγ
一
と
る
一
｝
と
H
M
d

必
安
と
な
る
。

同
保
作
詞
認
は
電
j
文
書
η
長
期
保
存
の

日
明
ム
i
p
い
も
あ
る
二
一
の
何
時
人
t

は
九
%
の
だ
全
性
維
持
ド
重
出
d

が
あ
る
口

い
わ
ゆ
る
長
明
言
名
山
場
合
に
は
、
方
法
と
し
て
、
署
名
に
有

F
町一

カ
ウ
ン
ク
山
吉
名
な
レ
ご
い
ち
叫
但
録
が
あ
る
い

名
を
重
ね
る
旭
川
合
が
あ
る
が
、
て
の
重
ね
方
一
健
次
担
互
独

v
署
名
、
即
時
的
氏
一
み
型
半
寸
名
‘

以
上
に
つ
い
、
て

本
来
的
署
名
ど
絞
能

F

I

I

I

－

J

4

l

、

↑

y
J
T
l
b
’J
A
i
J「
l

ド
ド
が
配
刀

7

A

M

目
、
行
為
者
｛
原
署
名
レ
台
以
外
か
と
う
刊
と
、
方
法
つ
七
付
、
人
で 」
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は
な
J

い
自
動
化
も
可
能
か
ア
巾
i
v
p
）
な
と
へ
J

異
な
る
嶋
ら
は
け
が
あ
り
、

土
志
λ

～、

そ
L

ぞ
り
の
効
刀
の
、
市
長
が
究
械
の
と
F

ろ
原
著
名
の
推
P
E
効

に白山ム六
γ
す
る
た
め
、
地
中
～
た
効
の
問
題
に
三
、
ど
う
扱
う
か
な
ど
の
問
題
が
あ
る

士
子
、
部
分
署
名
（
－

rrア
μ
官
官
刊
の
部
詩
日
計
三
水
ど
し

亡
山
ヨ
名
ヲ
る
方
法
）

も
校
内
的
い
は
尖
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
的
紙
ベ
ー
ス
で
の
議
論
で
は
、
守
名
は
そ
乃

i
五
の

i
u
dは
同

紙
同
ト
の
文
書
全
体
を
指
示
す
令

、
と
が
斗
「
川
犯
と
さ
れ
て
い

f
た
的

そ
乃
よ
、
つ
な
P
H
提
が
品
開
か
な
い
域
一
回
も
出
て
き
え
と
い
乙
よ
、
っ

本
来
の
推
す
｝
効
ぃ
M
d

倣
／
＼
範
置
の
解
釈
に
よ
る
画
d

疋
、
ア
て
れ
に
依
存
し
つ
つ
、
そ
の
識
調
べ
を
超
、
ヴ
ハ
？
の
四
月
躍
し
つ
い
て
ぽ
、
政
刊
d

し
の
恒
々

の
半
件
、
ふ
に
却
し
と
経
験
則
形
成
を
人
r
f
l一
て
の
心
証
形
成
ド
委
ね
き
る
を
、
λ
な
い
川

「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

電
子
デ
ー
タ
般
の
山
川
出
馬
と
の
連
続

公
ご
何
日
ト
、

そ
デ
ル
法
等
で
ル

i
ル
形
一
慨
が
山
一
ん
で
い
る

問
題
を
送
長
信
さ
れ
た
竜

j
f
i
タ
の
証
惚
刀
一
般

内
五
「
↓
は
、
当
事
者
間
の
や
り
か
じ
め
の
う
立
や
慣
行
を
号
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

一一
L
り
当
事
誌
の
合
理
的
な
信
聞
を
保
設

1
ス
u
h内
に

ミ
円
ん
は
、
従
－
uy－
の
制
度
ご
一
門
、
ぇ
ゴ
、
衣
兄
代
同
一
な
ど
が
ギ
事
者
の
エ
観
的
主
教
を
繋
件
と
工
、
一
ど
の
場
介
仁
容
閥
的
事
誕

ι

は
呉
一
ぷ
る
保
護
を
し
円
J

え
る
こ
と
ド
ド
ト
～

U
寸
る

ご
め
同
町
』
戸
は
、
一
定
p

ナ
署
志
川
凡
主
的
迂
マ
寸
タ
の
勾
ム
u
μ
J
W
河
川
保

ι宗「
1
る

付
き
の
埼
ム
げ
に
は
、

最
終
的
に
げ
で
挙
者
を
め
ぐ
る
訪
絞
め
い
平
情
か
ら
同
ニ
い
に
に
仇
い
認
正
き
れ
る
事
実
に
つ
い
亡
、

乏
の
沼
地

ル
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
に
す
き
な
い
付

そ
の
棋
院
選
の
す
、
川
町
が
満
た
バ
一
れ
な
い
場
合
で
も
も

一
件
京
ド
じ
」

f
J
d
p
 

可
批
判
事
H

ド
ザ
ザ

l
平
署
名
ド
リ

〆
な
、
｝
の

7
段
LZvbhvト
ム
ロ
苦
」
古
川
し

c友
不
何
本
人
へ
の
帰
京

J
r
4
w刊
す
出
土
と
は
い
妨
け
内
れ
な
い

川
川
え
店
、
多
川
H
5
E
判いA
f
h

塀
忘
代
主
－
4
2
R
ス
y
ト
ワ
ク
心
法
亦
実
務
1
n
U

も
っ
ζ

も
、
法
長
一
羽
の
法

ω
H何
疋
説
明
｛
疋
h

お
け
る
表
現
（
へ
＋
出
の

H
L川ザは、 h 

2 j 

一
ア
ィ
ジ
タ
ル
」
老
朽
が
安
／
＋
主
も
の
ー
、
し
と
述
羽

J乙

σコ
署
名
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L
、
電
チ
署
名
の
偽
込
も
し
く
は
署
名
平
少
の
変
造
小
佐
宰
～
ド
市
川
入
山
い
い
で
き
る
よ
う
な
、
デ
イ
ン
タ
ル
署
名
ド
民
主
ヲ
る
枠
組
を
咋
円
山
ず
三
と

で
あ
Oυ
」
）
モ
根
拠
ド
ド
可
埠
の
推
定
公
力
士
郎
函
与
れ
て
い
と
れ
幻

ozzmt一一刀雪
T
去
一
号
PLZZJ在一
T
E
2
4
p
さ
ω在
二
牛
耳
目
J
m
r
E
J
m
4
2

M
G
h
円
何
回

N

さ
4
d
u

一
五
一
周
wm証
明
害
H

苛
？
と
ノ
い

L
な
さ
れ
と
署
名
一
長
J
d

の一｝
1
y
f
c

詳
し
く
は
も
干
川
寝
台
「
、

P
U
4
1署
名
訟
の
改
正
」
↑
収
入
凶
7

ム
一
芸
人
i
u
f
p

一
。
。
内
）
九
九
四
民
以
下
！
円
入
々
は
で
は
、
誌
一
定
J
4
w
K
7
7

喜
正
一
八
布
日
発
行
L
f
Q
E一
子
託
明
書
J
h
J
2吊
し
た
場
合
い
川
区
ト
ヲ
る
υ

一
4
造
的
常
三
署
朽
が
利
さ
れ
た
芝
府
内
記
録
の
こ
ζ

ド
イ
〉
民
法
二
ハ
討
し
長
z
t
J
出
走
い
す
位
、
衿
規
定
の
仏
炉
心
案
に
は
、
和
甘
理
想
羽

者
カ
日
J

し
円
安
不
b
コ
い
て
川
市
一
者
ー
よ
り
出
ピ
灯
、
切
ら
川
曹
に
よ
る
署
名
J
V

作
叫
ν己
吋
た
喝
ム
？

i
は
、
弘
一
昔
は
表
一
小
じ
一
つ
い
て
い
ぼ
推
さ
れ
て

いエア

γ
一
北
疋
L
d
づ
る
環
定
い
九
’
あ
っ
た
こ
と
に
つ
、
て
辻
、

E
5
2
h
r
Z｝
弘
主
主
ロ

N
r
cて
3
2
F）
一
二
関
連
す
る
1

イ
ソ
民
法
の
宮
正
1

／い

て
は
、

Z
Eの］叩］ぷ店内問、
v
H
H
官、
4
2
f
y川正
E
Z
M
H
N
R
T
J氏。
R
Y
E
Z
P
Nヨ
ト
剛
掲
s

波
大

μ
中
ム
一
世
日
P
J
f
Cパ
ν
τ
1一
九
九
六
民

一「
J

白川町

w
E
C
M己
目
先
日
ロ
ヶ
C口凶］
l》

F
ロ
イ
ロ
の
比
αR｝戸川

CEF
’一
α「
司

Cロ
MMソハ
r。口出
Mm村岡弘神戸」
H
O
白川（）三戸

二
三
田
叶
円
V
H
M
M

のF
Z

H

H

＼
主
君
。
ヨ
ム
じ
に
乙
芝
山
日
刊

＝J

哀
史
副
明
青
山
JN＼
る
議
論
に
コ

U

て
辻
、
」
主
主
コ
一
認

54九
】
｝
官
民
今
回
ベ
今
一
一
ニ
ヰ

k
r
r
一
円
宮
古
二
u
u
u
一
一
制
ヨ
ィ
マ
二
5

5
占、で
F
Z
N
C
N主｝

ω
｝

〉
4
H
2

五
三
一
三
（
｝
）
時
詰
⑦
冗
F
F
r
h吋
｛

F
一
Tc三
、
高
折
主
芯
「
童
占
詰
義
民
事
訴
「
咋
比
一
事
乙
版
一
』
J

一
口
一
一
ん
寸
一
九
九
仁
一
円
以
下
し

一氏
U

問、日］
lv円
Z
C
T
拐し戸時＼
ρ
叩
切
叶
守
山
ム
ム

一
ヘ
ソ
ロ
明
7
コ
一
戸
】
勺
一
江
（
戸
｝
む
＼
一
三
ぐ
っ
ヨ
プ
山
芝
日
C

（
〉
一
山
、
ぜ

一日
J

最
杭
昭
一
九
午
ハ
u
月
一
一
口
氏
長
一
八
を
悶
i

勺
九
九
七
百

一
日
一
一
段
排
つ
の
第
一
段
μ
一
ノ
》
」
の

M
副
事
案
の
九
割
型
化
つ
い
て
立
、
森
い
よ
円
割
夕
日
ハ
一
コ
ヲ
二
九
八
九
年
」
一
ハ
ι

一
、
同
店
不
正

大
・
民
的
九
七
巻
口
わ
ず
一
、
九
九
ι
l
u
J
六
六
民
以
ト
、
九
七
在
一
刊
す
一
八
戸
2

以
十
、
九
乙
壱
阿
ロ
勺
一
、
九
八
人
町
）
ム
ハ
ヘ
J

長
以

F
、
九
下
長
官

斗
口
勺
川
ヘ
見
以

F
、
九
じ
巻
L

ハ
号
七
七
同
以

F
、
百
議
妥
一
刊
町
一
一
皿
一
号
へ
一
九
八
七
年
一
一
一
虫
丸
下
新
古
ほ
か
雨
量
判
例
長
事

訴
訟
法
の
迎
論
一
上
、
二
九
件
立
と
〉

h
h
t
自
以
下
ー
一
ダ
椋
J

点
、
九
一
点
て
ん
山
平
氏
用
刊
、
盗
用
型
、
長
任
法
L
F型
、
四
日
、
F
4
3
付
肘
到
な
と

の
事
案
可

Jm一
が
佃
日
明
4

れ
に
い
る
ο

一
川
い
い
～
川
川
え
ば
、
辛
島
E

飯

ms小
作
一
ハ
吋
＆

A
烹
「
十
一
署
名
山
解
説

一
戸
）
〈

ILFt

〉
一
年
〕

長
、
豆
井
同
人
一
言
↓
十
署
名
山

二
一
、
）
ハ
）
一
年
l

）
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一
日
～
丈
民
は
γ

存
凡
な
る
が
ド
イ
ン
牛
い
い
臥
し
て
同
旨
、
出
品
2
5
2
P
N
N司
己
主
旧
宮
ど
一
民
叶

一
日
こ
一
」
で
は
、
主
回
表
不
の
「
発
信
ヒ
ヨ
一
刊
4

ゆ
る
た
め
に
、
仮
に
「
発
出
と
出
町
し
と
が
、
校
誌
の
十
う
に
L

イ
l

J

告
で
は
可
一
正
u
t

寸川叫リム）｝

一
日
～
害
担
仰
向
一
正
と

ι4円
山
内
一
正
以
J
濯
｛
と
し
た
埼
什
に
、
本
長
山
比
九
宮
内
r
f
r
A
ム7
A

入
3
3
と
解
与
れ
に
い
る

F
2
4
b
r
一一一一子一
d
z
i

JJvpAhHAMの『汁ロロ内何一向片付つ同一回
w
r
n
r
n
つ一
C
2
F
H《
ly丸
山
叩
日
仰
い
山
泊
三

一
訪
日
F
V同門戸刀＼勺
c
g
y
陸
、
＝
戸

r
E
h
h
m
c
（
ほ
と
き
山
一
戸
G

F
一
以
川
見
合
同
h
p
E

一U

こ
の
内
ー
も
コ
い
て
、

H
木
法
で
ほ
、
通
説
は
民
品
一
八
条
耳
漬
恭
一
法
ジ
証
阻
止
問
剥
と
羽
調
、
二
反
証
で
推
定
h

と
ど
一
つ
が
え
せ
る
と
考

x

て
い
る
ニ
と
と
異
な
る
…
署
宰
の
み
の
退
京
と
署
長
と
押
印
1

悶
『
ぜ
る
規
定
の
誌
が
内
て
い
る
の
で
あ
ろ
っ
う
ご
つ
ま
打
、

M
H
J附
止
詰
め
す
る
と
、

ぽ
川
越
、
紛
哉
、
背
丹
な
」
心
事
実

J
E
r仙
の
汁
況
に
山
て
く
ゐ
事
案
の
hwyく
は
こ
九
ム
に
同
L
7
G
～
が
九
日
ま
れ
ケ
＼
る
こ
と
に
よ
打
、
経
験
問

ま
介
寸
p
f

五
ι
定

O
R件
が
ヘ
コ
ム
体
こ
し
ふ
門
／
〉
ゆ
る
と
半
句
、

flり
J
F

？
刀
ら
だ
っ
J

か

七
九
日
一
吋
7
0河川
mm＼司自↓
N
O
N
M
V士

ニ

〆
FhH
お
拘
伶
（
に
ニ
］
一
）
）
切
に
（
）
河
口
N
い九日
N2η
｝当主

一
日
士
コ
↓
h
「
4vrCM三宮一
tA山
そ

2
2
2
T
言
h
r
r
T台
C
2
｝r
Z
L
5
c一C
空白
L

）山
W
Y切
に
ゆ
い
円
、

一
割
削
羽
小
〕
ザ
キ
司
J
5
一
二
、
空
「
勾
一
円
一
2
f
z
N々
F
O
一
、
一
「
三
元
町
戸
匂
ハ
ぺ
コ

Z
c
主ハ－
2
T
X
J
7
4
2
F二戸

dHC
河
お
吋
信

一
三
仰
向
己
何
同
小
Z
C
H
G
n
C
F
巴と
C
G
R
r
F！岡戸〈し
3
Z℃円
C
N
L
M
Gコ
｝
岡
戸
口
に
〈
3
M
h
∞叶ト

一
何
日
出
廷
混
同
「
1
7
4
4
2
h
2
司J
2
「）旬
CZFJ72J
円一
JC1ニ
官
。
N工目。コオ】コ均一

4ho
一叫公吋ム

一MUJ

仙
叩
岱
叶
町
内
三
一
戸
円
、
宮
町
2

2

L
℃
H
C
E
P色
、
』
町
三
阿
武
門
ミ
C
2戸
Z
c三
ι
2
主

f
H
一江戸一円ハ〈
CR

∞吋｛一

一計一

2
3プ了一一－
L
J
i
z

子
三
5
1
2

：f
F
2－
♂

G
C
－

一
お
ロ
）
－
r
p位。「

H
h
m
n
E
立。門司
h
己
ロ
Emw丸
信
口
町
ロ
A
P
叩
川
出
ド
と
ど
と
Z
T
p
u
E凶
に
当
vロ
】
ぜ
｝
叶
］
間
口
N
u
t

｛

Mm山
「
出
1

「iコ
コ
rJTZ
］品、、円アん吋

hcヨ
ム
］
に
民
主
一
r
川
一
吋

一
市
川
い
新
叶
中
い
げ
司
1
r町
民
事
訴
訟
法
第
ム
一
礼
二
一
ヘ
、
一
一
年
）
仁
川
七
九
買
、

一M
A
E
2
戸N
｛－
T
2
4
〔ず「
TnT
司
什
一
三
宍
丁
弓
吉
Jハ
ヤ
一
之
内
ヴ
0
2
一一ー

J
7
2
C｝c
m
一勾］じむご

ω
ト日

一
印
一
即
日
一
月
に
E
E
E
T
5
d
ω
H
P
A
T
E
L
E
P
I
T
E
E
r
p
n
r
p
r
v冗
F
H
号
、
↑
小

5
民
主
菩
工
作
J
、
作
成
長
円
意
E
に
よ
F
A
9
に
一
表

vfiE
’Hい

け
い
忌
の
に
凱
一
流
通
に
国
か
れ
れ
ど
品
ム
円
、
作
成
計
は
常
効

JZ？
京
で
さ
る
む
か
逼
革
、
鉛
誤
一
一
ぷ
乙
取
消
i
ム
長
に
ヤ
〕
ど
ま
乙
の
か
の
対
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斗
と
ど
〉

一め

F
2
L
E
一ユ
2dr市
4
4
2
2
J
T
C
E
E与コ
Cご
2
句、
7
2一o百
タ
だ
と
や
〕
一
刻
ザ
ポ
汁
叶
昨
日
向
日
5
f
A
べ
川
（
三
言
。
呂
話
」
は
、
口
地
署
名
戸
J
溢

目
さ
れ
た
事
案
I
T

つ
い
て
、
民
訴
E
E
C怯
二
市
恨
の
推
定
か
働
＼
ペ
反
対
一
証
明
ム
J
J討
さ
れ
る
と
話
＼
F

午
、
乙
り
肌
禄
し
一
し
ご
、
氏
一
許
川
一
一
ハ

条
は
、
私
L
7
、
書
が
白
川
正
な
持
九
円
μ
一
の
み
且
弔
さ
れ
ゐ
と
説
r
L

一
氾
赴
掃
討
志

J
白
川
講
習
川
山
宅
前
訟
仏
卜
一
端
訂
館
内
』
版
）
一
（
一
ヘ
二
、
こ
年
一
一
一
す
白
川
凶
「
H
式
決
ご
の
泰
也
一
川
J

一14

ヤ〕は
M

点、

U
仙
川
市
一
法
げ
は
倒
的
立
平
真
カ
あ
る
で
つ
照
わ
れ
る
｝

H
ぶ
l
μ
で
は
、
首
、
正
と
は
汁
成
者
の
意
思
に
も
ど
っ
一
く
牛
氏
を
指

、ν
、
形
式
的
副
山
間
カ
と
は
村
J

人
力
意
虫
等
円
表
現
で
あ
る
こ
と
キ
市
川
オ
ハ
阿
川
r
ば
、
高
橋
止
7

4

J

1

臣
白
講
戸
試
只
申
引
一
」
川
一
一
山
汁
μハ
下
一
補
訂
J

出
2

版
）
』
二
ひ
一
（
心
年
）
一
一
γ

己
い
釘
下
）
円
｝
ぞ
lJ
て
、
迫
叩
吊
ば
向
〆
正
な
J
へ
辛

υ
は
形
式
的
剖
刷
惜
1
川町ケ
ι
有
す
2

，匂レ」《
L

れ
る
い
九
M

、
巴
字
ロ
的
の
た
書
は

肖
（
正
で
も
早
貯
式
灼
工
日
m
拠力」守；払
U
h
L
〈河い
γ

ヤ
」
さ
れ
る
司
、
わ
ト
巳
H

川

訴
川
門
一
六
允
べ
は
、
形
式
か
〆
一
ω

拠
力
い
が
表
一
八
一
出
金
川
流
述
一
一
？
附
ノ
＼
一
一
と
一
死
と
）
ど
を
川
L
9
も
の
」
乱
析
さ
れ
れ
、
こ
れ
に
吋

1
Q
晃一日仏門
J

h
刈

J

門出、

u
干
稿
作
品
開
仙
失
が
芋
げ
tJ
れ
る
2

吋
Y
D
5
2
＼HV5NDNMdミ
戸
〉
口
市
｛
お
拘
伶
（
に
ニ
］
一
）
）
抗
日
】
三
河
口
N
M同

つ
ま
り
、
工
小
法
で
は
、
利
が
不
！
（
よ
う
に
、
男
正
引
は
単
仁
作
成
主
的
任
じ
の
官
民
活
動
の
品
市
中
ふ
と

L
L
心
丈
市
作
成
で
あ
り
、
川
ら
か

の
も
昧
あ
ゐ
告
白
書
司
令
常
に
引
H
K
1一
て
い
ゐ
と
は
限
J

な
し
か
っ
、
苗
字
の
よ
ろ
に
、
京
司
、
ん
か
J

M
い
川
パ
意
同
じ
十
R
m
切に
F
R
L
ら
れ
る
，
、
と
を

マM
L
A
L
て
M

な
丈
竿
も
ん
己

t
れ
乙
｝
こ
れ
に
吋
し
て
、
ド
イ
〉
法
亡
は
白
川
》
拍
の
選
告
が
河
川
気
取

Z
工
、
っ
、
向
（
正
宅
に
お
て
斑

。
足
芝
川
叫
が
性
質

l
F｛
む
さ
れ
る
文
平
に
混

b
Jれ
、
と
れ
が
作
成
主
本
人
内
心
型
？
に
品
い
て
流
活
ド
ド
置
か
れ
る
こ
と
を
、
走
中
川
で
と
b

？へ

形
式
的
証
悦
力
！
ぐ
う
な
け
て
い
る
。

ち
な
ふ
に
、
フ
ラ
、
J

ス
決
立
、
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
↑
ア
々

L
い
い
現
汚
が
な
散
せ
ゐ
J

十
な
呪
｛
ど
を
ゲ
げ
れ
ば
、
民
法
一
一
一
ハ
川
々
決
辻
、

支
給
に
お
け
る
書
一
一
一
目
的
市
内
＼
子
署
名
と
は
、
署
名
と
え
叶
円
心
緒
汗
つ
え
一
士
担
保
す
ん
伝
子
山
λ
ノh
m

安
λ

九
士
号
苔
れ
苦
特
定
日
手
続
鳴
に
を
し
ー

で
あ
什
、
そ
れ
が
ヂ
ク
レ
の
定
め
る
諸
要
件
を
治
九
一
宇
場
合
γ
じ
て
反
訟
な
さ
限
什
、
そ
の
了
読
の
安
八
ム
性
は
推
定
U
C
札
る
と
4
q
る
3

民
事
誌

～μ
J仏
一
一
ヘ
ヘ
一
条
I

川
、
検
訓
山
首
州
で
、
電
4
J
署
名
力
安
全
件
推
定
；
対
す
。
反
証
か

rh「
化
戸
れ
る
か
百
カ
っ
刊
加
は
裁
判
官
の
権
現
に

属、
o
J
0
1
一
品
定
r
z
Q
r
C
h
u

－
一
円
一
つ

h
m一f
ク
L
日
、
定
正
岩
？
の
安
全
な
生
f

脱
、
殺
説
、
通
搭
1
巴
子
一
剖
川
町
出
、
認
証
事
業
者
仁
閉

す
る
悦
司
令
一
沼
一
つ
＼
3

概
観
と
し
＼

P
E
R
M
F
足
、
吉
宗
主
九
時
一
日
、
5
2
2
4
h
p
h
F
M
C
d
p
セ
に
お

一
花
げ
刈
え
J

相、

α可
℃
7
2】伊山広三
MF
何」句作込門戸戸凶行出羽
E
A
E
n
u
ロ
「
k
t
y

日
rMHariMCCロ（同（己凶）…
ω
日
A
U
九
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「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

一
ね
～
沼
沢
呂
区
一
知
子
打
舎
の
真
正
の
推
定
約
実
科
法
治
政
投
」
潮
見
・
刊
誌
・
将
回
一
安
付
）
綿
一
特
別
法
ヤ
」
民
法
中
い
川
一
ョ
一
、
〉
一
〈
〕
ハ
年
、

ム
ハ
七
百
以
ト
リ
功
、
署
名
伏
却
や
表
見
代
理
専
の
帰
属
法
注
目
η
間
程
と
な
る
場
合
を
例
に
と
146

文レ
H

刀
真
一
L
の
問
題
と
字
、
依
J
A
！
の
問
題
が

允
々
出
河
さ
れ
て
い
る
点
を
品
械
証
二
民
訴
二
一
一
ヘ
染
灯
時
一
周
知
和
出
の
立
宜
、

ν
E禄
唱
す
る
〉
司
感
で
あ
る
a

「
拍
子
署
名
法
の
制
定
比
代
舟
人

に
よ
る
場
合
者
同
町
不
h

は
斑
定
仁
一
、
、
な
い
が
、
同
禄
考
え
ム
れ
よ
み
J

民
述
す
ノ
駐
軍
刊
刊
に
し
て
、
一
主
昔
が
一
電
子
署
名
性
検
討
卓
情
長
円
入
ぷ
一

C
J
U
五九
H
A
d

に
り
大
J

（
〕
六
汁
に
か
け
て
限
慌
に
お
い
て
覚
え
き

さ
」
L
て
咋
成
し
た
λ

に
る
れ
下
引
弔
す
る
現
内
か
ら
見
る
ベ
形
式
的
手
抱
れ
一
心
部
山
d
F
J
持
け
て
い
句
乙
h
J
、
実
体
法
を
山
ぺ
ζ

と
メ

モし
r
J
て
p

司
令
／
詔
山
い
た
ふ
一
川
れ
山
陥
ー
と
川
〕
7
3

一

C
〉ハ

P4
与
一
一

H）

①
Vん

eH

人
守
人
又
は
代
舟
人
「
出
」
署
名
文
は
料
却
一
、
民
訴
人
条
西
出
世
｝

－r電
凶
的
記
詩

ιよ
る
情
報
本
人
「
に
よ
る
電
子
署
名
義
出
者
一
長
、

必
－
の
ー
の
t

と
ふ
山
の
「
に
よ
乙
」
コ
、
託
児
に
い
お
ワ
く
と
い
う
よ
ぷ
味
で
阿
義

議
訪
を
出
T

純
化
r
y
Q
L～
～
め
、
押
印
と
石
千
署
’
メ
」
を
対
比

ト

AlP5709心
場
ム
ロ
は
、

山
本
人
ー
は
身
内
子
市
長
と
5

押
印
な
い
し
電
L
J
H
雪
円
そ
な
す
場
合
引
り
λ
な
に
～
ず
、

ぱ
部
一
ど
が
木
人
的
、
古
田
川
に
基
づ
い
て
押
印

ι
を
な
rv
馬
台

あと
d
J
ν

味

c
tな
け
す
ま
し
ム
れ
が
、
ぞ
れ
ほ
阪
が
め
る
か
ぎ
り
問
題
な
い

中
代
主
人
が
な
ナ
場
合
い
か
肱
ハ
当
日
あ
い
り
、
刀
、
、
さ

f
r
t
ι
H頃
ぶ
九
一
に
あ
L
Tへ
士
代
行
し
て
い
る
一
場
合
も
－
ご
」

i
古
ま
K
P心
、
ま
た

山
川
代
行
権
限
が
な
か
っ
戸
よ
一
し
ご
も
、
烹
口
北
代
理
M
L
J

丹
市
五
レ
ー
ル
を
介
し
ご
、
あ
ヲ
た
と
門
様
に
4

刊
行
れ
る
場
f

伴いも
A
q
ま
れ
fパ

I
A

つ
寸
却
。
リ

電
／
ナ
署
名
土
「
l
一
山
、
「
代
理
人
】
h
t

よ
づ
こ
正
子
署
名
の
烹
究
止
な
い
が
、
こ
れ
は
属
性
認
証
イ
ン
フ
ノ
を
主
識
的
v
一
排
到
し
れ
、
す
1
い
よ
の
ポ

ソ
ン
？
に
よ
り
三
コ
／
＼
制
約
に
寸
ぎ
な
L

斗
一
立
上
心
包
咋
な
佐
川
け
伺

L

Jげ
ん
訴
ご
八
品

ωル
ル
が
一
周
一
世
岩
一
条
ろ
持
引
ψ

キ
ζ
L
9
れ
ば
、

γ
4
n
｝り

土

U
C
L

一
ご
♀
f
y

州折合
f」
1
1
1
7
F
L
1
1
Z
1
7古
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に
〕
電
4
J
署
名
ιγ

む
準
沿
さ
よ
九
フ
モ
－
f

」
を
前
記
す
れ
ば
主
的
品
川
は
よ
い
υ
一
般

5
な
代
目
立
ル
ル
に
も
C
つ
3
1

け
代
理
九
円
預
ヤ
刊
行
為
（
本
人
の
た
め
に
す
る
ニ
と
辻
一
不
す
行
為
｝

11

正
当
ム
古
代
理
汁
む
の
援
問
、
、

が
け
斗
証
さ
れ
る
か
主
一
向
で
、
本
へ
山
首
一
行
為
が
効
用
ホ
帰
属
す
ろ
fJ誌
性
が
あ
る

7
r
h
r

ん
法

ク
さ
J

、
田
内
川
宅
一
d
J〆
利
用

2

ー
の
馬
台
卜
戸
、
属
性
副
副
ィ
シ
ソ
一
フ
で
は
な
〈
、
別
品
川
、
屯
C
J
苦
行
4
4
を
利
用

電子一司一山開
d

苦
の

E
r↓
内
三
回
開
ヘ
代
寝
入
戸
、
あ
る
ご
さ
り
ム
一
わ
ず
句
ら
か
の
F
J

攻

丈

E

、
F
ノ
お
列
記
紙
も
ニ
ニ

L
Eまわし
G
）

を
べ
寄
人
々
行
一
、
O
H
H

守
口
十
日
一
併
記

4

3

の
場
合
仁
、
別
途
中
風
1
委
任
ぷ
を
初
用

ぃ
1
h
引
の
均
台
ふ
、
需
署
立
が
A
V
U

一四千
J
同
r
bん
口
：
は
古
ま
れ
づ
、
二
間
業
立
一
下
渋
い
上
ゐ
馬
台
売
除
～
こ
点
該
仁
ハ
川
に
悶
？
ず
る
梓
限
を
l
f
一世

1
9
3
絞
mw
困
難
リ
ス
ク
品
川
一
岩
タ
革
矧

ur宇
、
づ
か
さ
一
什
で
）
多
刀
れ
少
な
か
れ
松
証
v
h
山間ド

q
rる

」
り
わ
け
、

3

の
場
合
に
は
、
誤
判
行
為
あ
り
さ
恒
定
し
て
あ
桂
恨
の
行
在
の
判
断
一
九
三
一
の
ま
ま
で
は
包

j

、
2
、

4

な
斗
、
一
刊
明
L
H
発
行
灯
除
の
U

叫
居
間
ー
の
ど
ワ
J

…
ク
？
」
札
J
t
H
制
度
化
4
q

札
ば
、
民
竹
認
証
f
／
ノ
ラ
に
雫
る
が
〕

一長
u
h
代
理
芋
の
阿
川

h
d
中
1
九
そ
駅
使
す
る
と
し
て
も
、
斗
証
円
ス
ク
は
平
PEh

八
さ
い
判
ろ
う
一
つ
一

の
一
局
与
は
」
誕

の
み
に
h
M
山
台
刊
す
る
の
で
、

一

C
Cム
ハ
ム
川
一
司
一

H）

こ
の
前
作
佐
定
ル

i
u
一
民
一
日
法
一
一
八
朱
、
電
害
法
一
一
条
の
r
－
仙
の
続
ふ
う
で
す
れ

住
か
じ
、
民
二
品
法
、
条
で
い
う
代
理
人
力
署
缶
詰
寸
I
川
、
代
却
掃
の
有
鼎
合
宿
怯
問
題
と
「
る
も
の
で
は
な
い
つ
で
す
か
、
号
、
つ
だ
と
ず
る

と
、
に
イ
ブ
R
J
dが
そ
う
し
て
い
る
上
与
に
、
代
理
人
と
い

7
本
へ
の
岩
？
と
し
て
、
本
人
の
若
々
r
で

v
t
c
主
、
本
八
1
一
代
理
人
者
許
＝
己
一
ソ

る
必
嬰
は
な
い
ヲ
」
い
な
り
？
と
～
n
f
s
j

む
は
、

H
公
司
訴
の
い
刊
り
い
省
は
み
と
7
考
え
た
り
か
一

ご
れ
は
一
つ
山
疑
問
ど
L
C残
る
と
巨
L
ま
す
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効
印
小
川
帰
属
一
uhu’
本
直
故
［
問
題
？
に
し
ご
は
い
な
U

C
し
て
も
、
や
は
り
一
色
捧
L

代
聖
人
を
川
口
出
的
場
台
と
し
ご
芯
滅
に
討
一
し
て
は
し
な
い
の
ご

、
）
ゎ
リ
ー
か
υ

本
九
と
併
1
仙
、
二
、
い
る
貼
合
の
、
「
木
人
士
者
V

F

n

ヲ

ω
際
、
お

rcvJ
く
「
木
人
て
は
な
い
～
一

qL4ま
7

引
張
本
人
は
除
外
し
て
い

O
の
で
は

な
い
で
し
山
う
か
一
そ
ご
む
張
本
代
、
が
古
任
を
負
う
の

1
、
そ
7
い
う
ド
ぬ
を
し
と
こ
と
ふ
と
ワ
の

c
tが
、
一
拾
の
効
果
帰
属
ぷ
J
M
r
刻

し
て
い
p

翌
二
＼
志
田
h

ー
一
不
ハ
リ
皇
位
の
効
虫
と
言
つ

7FFは
、
不
法
行
九
責
任
む
し
ょ
っ
引
J

〉コ

そ
～
ノ
寸
る
と
、
白
待
ぺ
舟
人
心
崎
山
門
戸
4

ぶ

Fへ
り
ヰ
八
口
、
乱
立
オ
記

1
た
と
ゼ
ミ
乙
ニ
」
が
、
素
直
な
考
A

パ
」
J
U
一
言
、
ズ
て
ふ
で
寸
碓
告
は
あ
り
ま
壮
一

ま
と
、
年
柱
代
訂
へ
の
場
合
に
は
、
同
取
県
的
に
は
効
末
時
川
高
ユ
ヲ
あ
り
ま
せ
、
い
れ
ん
、
田
町
長
一
乞
し
一
ノ
ワ
効
来
帰
属

i
一
な
い
代
理
人
引
ヨ
思
表

h
い九’真

正
で
あ
る
が
｝
」
と
は
句
を
意
味
J
る
の
で

L
t
っ
か
3

射
止
で
佐
べ
莞
人
の
責
刊
一
甲
山
法
中
条
」
出
廷
併
に
山
位
行
「
る
わ
け
f
L

す
か
、
義
名

L
－
ゅ
「
窃
ム
門
の
効
果
一
日
正
中
門
戸
）
〈
〉
久
対
）
と
阜
、
な
円
、
軒

ほ
代
哩
人
カ
履
行

πド
な
い
’
v
損
害
賠
杭
責
任
乏
人
一
主
わ
さ
れ
る
の
は
、
代
叩
叫
に
の
意
国
平
安
不
〆
二
札
は
本
人
へ
の
わ
叫
県
沼
田
刊
を

H
治、
J

て
い

h

と
そ
の
も
の
の
効
来
と
は
と
い
γ
ん
円
れ
ず
、
て
れ
や
一
山
市
民
件
の
一
っ
と
す
る
け
山
江
古
佳
ヒ
ム
号
、
ズ
一
り
れ
ま
～
j
u

こ
れ
も
よ
的
考
え
ず
令
L
r
uい
い
け
る
事
慌
の
一
コ
と
な
る
で

L
P
7
か
v

な
お
、
甘
布
署
法
一
条
推
定
一
い
悶
刊
し
：
で
寸
が
、

こ
灯
唯
！

i

w

b
よ
什
6

本
人
力
意
出
国
？
に
基
づ
一
〈
川
公
と
推
定
さ
れ
る
J
A
げ
で
す
が
、

そ
の
フ
ロ
セ
ス
の
広
却
の
段
階
は
、

ー
本
人
L

の
f
ム
悶
悼
（

h
j
フ
ハ
ザ
復
号
叫
誌
↓
公
開
鍵
P
A
L
フ
ラ
一
電

t
訪
問
牛
乳
官
」
↓
1

本
人
」
の
刊
牧
市
議
に
よ
る
若
h
y

点、
d
d
y
J
A
H

、

注
視
認
五
1
ン
ウ
ラ
を
V
4
千
人
す
る
し
、

代
理
九
と
い
、
つ
［
同
門
が
も
っ
た
一
「
本
人
」
で
は
？
い
ま
せ
リ
、

最
終
的
に
、
「
代
庄
八
円
」
「
代
四
意
閉
じ
に
も
と
っ
く
」
内
外

が
推
定
さ
し
れ
き
」
い
な
り
ま
し
ょ
っ
か

こ
の
L

九
八
口
ヤ
〕
一
喝
三
一
安
司
状

γ
士
U
Y
喝
ム
円
」
で
、

立
三
万
法
戸
p

f

ス
ク
な
1
t
r
か
ど
、
F

異
な
ノ
ム
d

の
後
討
が
必
要
で
d
いが
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一
丸
一
回
η
y
o
H
E訳
出
門
宮
山
内
5
2
ごと片付ロロ炉内均一円一戸川
F
E
E
t
R
V
M侃ロ山吉川内ロロ口、山内日岡市町山
C
戸片岡
NMぬ
H
C
5
w
r
E
ン
ロ
メ
r
Eロ乙汗
e～
何
回

2
E
E
明日、戸川岸

〉

rFh
］泊
μ
P
N
N
N同ν（）
v
N
N剖
U
］吋倶（日一｝（～～
Jr
ゴ
A

一
お
一
吋
7
3
2＼日
Jc↓N
O
N
Y
二
百
己
主
主
注
目
｛
）
｝
喝
さ
戸
ω
問
。

N
に［同
2
n
y
o
Z
は
、
こ
の
判
明
定
い
れ
k
J
f
＼

主
4
立
文
明
者
は
、
友
一
足
証
明

に
44
とつ一
3
、
告
す
J
署
久
誕
保
Lnob
に
山
米
A
U

？
、
と

4
4
採
用
ご
き
る
こ
と
に
な
る
、
か
ん
て
民
訴
四
四
リ
条
の
場
合
と
異
な
り
、
判
一
裕
定

子
署
名
付
、
一
の
口
仁
三
唱
子
丈
舎
は
、
私
文
f

向
LF112
も
、
一
一
一
拠
力
JM
－円甘いと
v羽
市
4q70
｝
他
万
、
店
内
｝
Z
B
E
E
F
N
Nで
戸
初
日
｛
百
出
）
ヂ
ロ
叶
は
、
川
三
ω

の
レ
ベ
ル
む
岳
山
、
言
及
さ
れ
、
い
る
に
沼
町
ゲ
る
ゆ
ヲ

ζ

を
盟
副
に
意
主
十
五
一
小
の
光
州
に
表
札
一
引
明
の
効
果
石
汚
ん
は
す
こ
と
に
一
法
対
宇
。

一
部
門
川
女
「
屯
チ
署
名
つ
技
愉
7

剖
問
起
引
に
電
4
J
署内
h
J仏
旬

間
H
H
l
）
古
に
ご
ざ
一
（

N
V
O
日
本
い
ソ
ト
ヲ
1
ケ
七
十
l

リ
テ
ィ
協
会

p
k

－
川
叶
互
巡
回
引
し
技
術
w
c
l
r欣
一
心
。
平
人
月
一
一
九
円
山
阿
佐
一
報
告
古
刊
、
吉
丹
市
三
＼
5
2
5～
5
ト

FC£
、Z
H
E
E－
－
三
阿
佐
一
之
さ
主
＼
己
主
吉
、

N

E
苫
5
7伊
豆
山
）
か
『
の
円
、
に
コ
き
史
憤
よ
／
＼
町
札
ぬ
J
q
Q
ハ

一
幻
ド
イ
J

法
で
は
、
形
よ
ギ
ヨ
壬
一
掬
内
寸
ら
ル
品
、
わ
甘
る
常
民
と
、
眠
中
ド
川
uru＝
拠
む
は
付
寸
匂
わ
dQhUN
、
収
消
防
同
門
と
し
ご
実
EHHd
－
一
拠
力
hr
宍

わ
れ
る
可
詑
性
の
あ
る
強
制
デ
↓
川
j

川
さ
札
。
一
加
の
7
3
自
主
P
N
N
H
J
H
Z
主
と
3

2
）。

一
訪
問
ん
C
F
2位ペ一一丈史
17HAトペ
τ
伊山
F一一
M
5
2
£

戸）戸ペヨニ
hu
店長
t
T
L
Z
でに♂三一三位

luH】｝
U
U叶
｝
ヤ
良
一
」
丈
恥
仏
（
）

一日刊一ア一よ｛丁ぺ可寸》一
nz一i
2一＼
χ
oロ
2
4
m
L
＼刀芯一門一々
出々

42包丸一日プミ「一向
2
4
一円三、一宝石町民一

ω崎一コ
mNU

｛一一勾｛午コ民
N⑦
一
ヨ
ィ
内
ケ
匂
羽
山
一
一
三
加
工
勾
｝
ハ
ゴ
0
2
q
一石屯

百おロヘ
2

2
】』
r

t
同同日
V
H
C
Z
2
E
E
E』
ん
で
同
）
古
島
長
期
署
朽
の
え
駁
一

一
船
出
L
d
3
2勾
2
4
2
N
N匂
二
%
店
主
目
）
；
言

一札
J

新川中
r
L
R
n
v町
民
事
訴
訟
法
”
第
九
斗
版
二

C
一
一
平
）
八
七
心
百
円
M
h
1
0

一
位
一
か
つ
て
、
昨
了
者
以
J
叫
記
「
正
I
者
名
川
μ
牧
討
一
平
州
安
［
貝
ん
す
こ

i＼
一
文
利
F
E
I
m
十
張
リ
ド
ド
尽
さ
れ
＼
哨
え
た

4
ん
こ
あ
る
r

一十ん

4
1
p
k
ー
と
し
う
表
明
ー
戸
一
↓
体
は
誤
肝
不
一
円
、
パ
一
や
す
い
力
、
趣
旨
は
、
印
章
の
世
界
ご
は
元
京
か
わ
卓
安
川
立
の
説
、
九
σ
る
山
4
E
M
M
同
一
人
l
y

二
司
、

健
い
サ
げ
ら
れ
て
え

v心
慣
行
υ
デ
あ
づ
、
そ
札
が
MZJ祉
の
推
定
羽
に
も
反
川
町
す
φ
こ
と
か
ら
、
電
子
署
名
で
も
MM低
限
の
げ
隠

ν
ベ
ル
そ
経
伝
し

に
上
で
な
ら
ば
、
タ
ノ
禄
引
は
あ
り
へ
止
日
没
の
役
押
ノ
iv
も
な
る
！
と
い
7十
f

張
で
あ
ム
可
類
似
寸
る
土
張

F
J
γ
＼
牧
野
一
沼
e

日
本
一
ノ
ヴ

ヱ
ア
テ
ク
ノ
ド
l

ノ

ズ

判

明

岩

q
Hハ
青
『
電
ナ
認
一
対
の
1
ど
な
た

p
k
！
の
県
本
F

（
一
川
〉
リ
一
年
）
一
六
七
頁
仁

以
卜
、
そ
の
貯
の
メ
E
A
3
川
一
地
主
ヲ
る
U

一
丈
刊
p
k
i
の
イ
ポ
ヲ
ジ
一
、
パ
六
年
一
ヰ
一

日
栴
一
副

（ ~i λ；；＋、学＇ 62 :':l・48出必4:zu12.n 



「電f署名がf:がれた屯（＂i'ータの；;iい拐）Ji党ズ害ミ

広
州
十
川
市
防
一
え
の
一
…
荷
予
ノ
に
じ
？
に
し
：
依
犯
し
て
ま
と
め
G
I
f

一
般
的
に
は
安
伝
な
証
明
害
円
安
求
に
お
え
る
も
の
ド
理
寸
前
さ
心
て
い
る
が
、
肝
人
情
掛
川
モ
ド
ユ
と
ん
ど
哉
り
な
い
と
い
う
読
占
か
お
う
の
店
解

｛
牧
野
一
も
あ
る

本
八
堆
訴
の
存
度
、
町
議
の
い
川
、
失
効
地
訟
の
÷
一
位
帳
、
認
証
平
干
の
銃
せ
庄
山
口
江
茂
、
証
明
書
町
一
一
若
の
畿
管
庄
内
注
反
古
田
市
、
う
る
F

ザ
リ

ケ

μ

一J
J

な
ど
の
組
プ
、
口
わ
せ
と
医
肝
さ
れ
る
、
一
一
一
手
J
J

一円一一
j

ン
ヲ
の
多
様
怯
？
を
ま
す
泣
認
ト
9

0
ヘ

一
丈
刊
F
K
1は
、
品
安
亡
な
い
け
吊
へ
込
向
け
、
実
効
媒
誌
は
必
須
て
は

4
L
、
認
Tr↑川バ
ν
誼代官灯一一ニ｛同
L
、
ル
を
令
、
め
立
、
、
る
ゆ
川
ιで
情
以
さ

れ
O
に
め
、
祉
対
的
ド
ド
沢
コ
ス
ト
で
川
町
J

七
五
と
な
る
ο

F
Eー
で
あ
る
ね
正
し
／
使

xば
、
一
主
竹
よ
り
も
よ
れ
強
ほ
り
セ
干
ニ
リ
テ
J

が
生
ず
る
品

f
な

ω
r、
利
町
完
結
局
停
に
よ
打
、
信
桶

が
駐
比
さ
れ
心
。

ぶ
終

F
E
1は
、
ご
れ
と
区
什
抗
さ
れ
た
止
し
h
恥
ゆ
ノ
ス
ク
対
ru
門
市
赤
山
け
の
も
の
？
」
し
て
、
心
得
点
な
り
の
辺
ス
ヨ
と
も
主
つ
も
り
と
上
て
｛
抑
剤

三
じ
れ
、
三
容
さ
れ
て
い
く
υ

本
人
の
公
開
神
間
ト
ー
よ
る
復
サ
↓
一
署
々
山
川
小
山
六
品
に
よ
：
り
、
認
定
弔
業
ど
は
（
特
立
認
証
業
務
ト
よ
る
技
術
的
北
山
怖
の
行
γfり
づ
、
制
識
的
拓
旧
聞

と
そ
け
］
事
実
の
推
定
キI
）
享
一
交
、
三
一
↓
本
人
に
よ
る
定
子
号
令
r

lv

へ
一
条
北
定

Z
F
J
V
H
ク
む
豆
一
！
川
区

の
刊
祈
混
ぜ
川
品
、
ー
況
の
こ
ド
と
、

L

リ
相
対
保
す
る
の
ー
刀

ん
um
認
可
に
段
昨
日
気
宇
認
す
bnγ

認
定
の
！
に
開
店
川
」
vkh
民
J

二宣
f
J
＼
リ

設
備
、
卒
九
時
誌
、
五
務
や
j
h
山
部
パ
力
的
認
尺
制
山
反
比
一
刊
誌
に
す
る
p

事
支
の
川
市
立
、
一
条
保
定
号
、
「
想
定
一
刊
－

rt事
法
託
つ
よ
、
つ
い
れ
ば
、
京
世
で
き
な
い
カ
、
不
足
t
L
品
分
の
補
充
－
け
一
五
問
で
M

こ
に
た
と

向
者
け
三
九
詑
切
の
問
活
化
り

迂
別
川
円
以
、
ソ
ン
、
ド
よ
る
段
階
付
け
グ
リ
詑
吐
！
と
J
λ
一
、
討
な
い
し
規
則
J

あ
る
し
は
ガ
イ
1
4ノ
イ
／
）
で
舟
ム
か
の
勺
ー
笠
つ
け
士
い

L
言

及
今
一
以
「
品
川
会
人
い
釈
明
叫
す
の
山
叫
ん
庄
一
心
一
一
千
九
河
）
で
は
、
一
一
心
口
は
仇
一
た
り
越
川
で
ま
ふ
や
り
わ
か
え
る
と
も
衰
え
ご

U
Z｝
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lz廿
旺
f
o
M
L信
頼
骸
凶
心
境
押

L
劫
味
合
間
佐
。

一
山
知
土
犀
白
川
再
栴
「
ス
テ
r

マ
h
v

ツ
f
民
事
事
実
認
一
ん
一
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